


01

INDEX
01page ■巻頭言

「一般財団法人北陸産業活性化センターとしてのスタート」 

02page ■北陸のトピックス
「いしかわ次世代産業創造支援センター」
「福井県恐竜博物館」

06page ■ほくりく健康創造クラスター／プロジェクト紹介

「～世界が注目の画期的バイオ創薬技術～個の免疫医療システムの開発」

09page ■最先端医療への挑戦 ～ほくりく健康創造クラスターの現場から～
日本ガイシ株式会社

13 page ■賛助会員ズームアップ♯13
津田駒工業株式会社

14 page ■北陸の研究たより vol.4
北陸先端科学技術大学院大学「松村 和明准教授」

10 page HIACトピックス

Ishikawa
Toyama

HokurikuFukui

HIAC
NEWS

◎表紙画像
ティラノサウルス動態復元ロボット
（福井県立恐竜博物館）

・富山大学大学院医学薬学部免疫学講座

「～母体と胎児に安全な出生前診断を目指して～
 血液中の有核赤血球の回収・DNA分析システムの開発」

・金沢医科大学　　　　  Center

　このたび、当財団は４月１日より一般財団

法人北陸産業活性化センターとして新たな

スタートを切りました。これまでお世話にな

りました関係各位に改めて感謝の意を表し

ます。

　折しも日本中が３月１１日の東日本大震災

で甚大な被害と混乱の中でのスタートとな

りましたが、この未曽有の事態は東北地域の

みならず日本中が打撃を受けました。北陸

地域も然りです。東北地域の産業が停滞す

ると、日本の産業界に多くの影響を及ぼすこ

とを今回改めて痛感いたしました。日本広し

といえどもやはり一つの運命共同体なので

す。どこか歯車が狂うと経済全体がうまく回

らなくなってしまいます。

　東北地域はこれから懸命な復興が望まれ

るところでありますが、その中で我々北陸地

域でも何ができるのか、どのような復興支援

ができるのか、日本の産業回復に一翼を担

えるのかなど今一度考えされられます。

　北陸地域は日本の中で面積や人口、工業

生産額においてはさほど大きくはありませ

んが、実に個性的で多種多様な業種・産業が

あります。繊維、建設資材、化学、機械といっ

た復興には不可欠な分野も多く存在し、日本

のナンバーワン企業・オンリーワン企業もあ

ります。

　北陸地域は、冬の雪がハンデと言えばハ

ンデですが、その他の災害は少ない地域で

あり、そこに住む人々は忍耐強く、勤勉であ

ります。恵まれた地域特性ともてる力を発揮

すれば、東北地域の復興並びに日本の経済

の回復の一翼を担えるのではないかと考え

ます。さらに産官学が密接な連携を結ぶこと

によって、新たな可能性が生まれます。

　地域の活力を引き出して、北陸地域全体

のボトムアップを図りつつ、日本の元気に繋

げるべく、なお一層の努力をしてまいる所存

でございます。

　今後とも当財団の事業に対しましてご理

解、ご協力を賜りますようお願い申し上げ

ます。

一般財団法人北陸産業活性化センター 会長

永原　功

一般財団法人
北陸産業活性化センター
としてのスタート

FDD-MB 
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　いしかわ次世代産業創造支援センターは、独立行政法人
科学技術振興機構（ＪＳＴ）の「地域産学官共同研究拠点事
業」の採択を受け、地域の特色を活かした産学官共同研究
を推進し、その成果を地域の企業に展開するための研究開
発拠点として整備されました。4月13日に行われた開所式
では本県の産学官関係の方々のご臨席をいただきました。
　県では平成22年3月に石川県産業革新戦略2010を策
定し、これに示す５つの戦略のうちの一つとして「次世代産
業の創造」を挙げております。当センターでは、本県産業の
特色を活かした次世代の産業として炭素繊維および機能
性食品関連産業に着目し、これらの技術開発と事業化を産
学官で推進する場として、炭素繊維関係設備20台、機能性
食品設備６台の機器を導入しました。特に、炭素繊維につい
て、織物の開発からプレス成形による部材開発まで一貫し
た試作設備の設置は全国的にみても珍しいと言われてい
ます。
　炭素繊維に着目した背景には、本県の基幹産業である繊
維産業と機械産業の双方の持つ高い技術にあり、両者を融
合し、炭素繊維およびその複合材料の一大生産拠点の形成
を目指そうとしています。炭素繊維は、鉄よりも硬く、アルミ
よりも軽いので次世代素材として非常に有望視されていま
す。飛行機や次世代自動車にとって軽量化による燃費向上
は重要な要素であり、現在、一部飛行機や高級車の部品に
使用されていますが、大衆車に使われるにはまだ高価であ
り、いかにして低コストで生産するかが課題です。このため、
当センターでは大量生産を可能にする熱可塑性炭素繊維
複合材料の生産技術の開発を目指しております。前述のよ
うに、各種樹脂を炭素繊維と複合させることのできる試験
用フィルム成形押出機をはじめ、熱可塑性炭素繊維複合材
料の加工技術の確立及び用途拡大に向けた試作から評価
まで一貫して行える態勢を整えております。炭素繊維関連
の研究開発を前提として導入した設備ですが、様々な業種
の方にもご利用いただいております。例えば、試験用フィル
ム成形押出機は樹脂の開発に、吸音・遮音性評価のための
無響室・残響室は電化製品の騒音試験などに、温度-40℃
～80℃、湿度10%～95%に設定可能な環境試験室では
各種製品の耐久性評価にご利用いただいております。

　石川県には味噌・醤油・かぶら寿し・いしりなどの伝統的な
食品が多くあり、それらの多くは発酵食品です。石川の食品
産業が持つ発酵技術の蓄積を活用し、機能性食品関連産
業の創出を目指しています。
　機能性食品分野では、各種機能性食品を試作するための
加工装置を導入しております。レトルト食品関連設備とし
て、パック包装機、カップ型容器包装機、殺菌装置、冷却装置
があり、包装、殺菌条件の検討など試作加工を支援します。
また、食品の保存性を評価するために腐りやすさの指標と
なる水分活性を測定する機器も設置しています。香りは食
品の価値を決める重要な要素です。このため、香りを化学
的な成分分析で評価するフレーバー評価システムも設置し
ました。本システムは、本来の食品業界以外でにおいに関
する問題を抱える意外な業種の方からもご利用いただき、
非常に驚いているところであり、更にいろいろな業種の方
にご利用いただけることを期待しております。
　企業では、技術開発とはいえ、使用頻度が低く高価な設
備を導入することは容易ではなく、また生産ラインを止め
て試作品を作ることは難しいと考えられます。ぜひとも、新
しい製品を試作する場合は当センターに設置した設備を充
分にご活用いただきたいと思います。いずれの装置につい
ても開放試験と依頼試験を受け付けております。開放試験
は企業の方が自ら試験を行ってもらうものですが、工業試
験場の職員があらかじめ機器の使用方法を指導しますので
どなたでもお気軽にご利用いただけます。今後は、これらの
設備機器をご活用いただき、産学官が連携して石川県の次
世代産業創造の支援をしていきたいと考えております。

北陸の
トピックス

いしかわ次世代産業創造支援センター

いしかわ次世代産業創造支援センター長　中野 幸一氏

平成２３年４月に石川県工業試験場内に、
「いしかわ次世代産業創造支援センター」がオープンしました。
石川県内外の地場産業の振興の拠点としてのセンターの概要をご紹介します。

産学官一体で次世代産業創造を支援

〒920-8203　金沢市鞍月2丁目1番地
TEL.076-267-8081　FAX.076-267-8090

石川県工業試験場
いしかわ次世代産業創造支援センター

お問い合わせ

産学官の共同研究拠点を整備

伝統的食品を活かした
からだに良い
機能性食品開発

産学官が一体で次世代産業の
創出を支援

機能性発酵食品

サプリメント

機能性レトルト食品

いしかわ次世代産業創造支援センターのコンセプト

「食品王国いしかわ」
の基盤確立

環境にやさしく
軽くて強い炭素繊維の
素材や部品の開発

自動車

パソコン

ロボットアーム

炭素繊維の
一大生産拠点形成

金沢大学 北陸先端大学 金沢工業大学

石川県立大学 金沢医科大学

産業創出支援機構（ISICO）

農業総合研究センター

県工業試験場
いしかわ次世代産業創造
支援センター

IT 食 品機 械 繊 維

大　学

支援機関

産業界

■試作開発設備
　［製織］
　　●小型サンプル織機  炭素繊維織物の作製
　［フィルム成形］
　　●試験用フィルム成形押出機
　［加熱］
　　●電気炉
　［プレス成形］
　　●高温型プレス機

■評価試験機器
　［熱特性評価］
　　●樹脂熱分析システム
　　●メルトフローインデクサー
　［強度評価］
　　●落錘型衝撃試験機
　［欠陥評価］
　　●複合材料欠陥評価システム
　［吸音・遮音性評価］
　　●無響室
　　●残響室

石川県産業革新戦略2010
❶基幹産業等の更なる競争力強化
❷次世代産業の創造
❸ニッチトップ企業の育成
❹戦略的企業誘致の推進
❺産業人材の総合的育成・確保

炭素繊維ゾーン 機能性食品ゾーン

■試作開発設備
　［包装］
　　●パック包装機
　　●カップ型容器包装機
　［殺菌］
　　●冷却装置
　　●レトルト装置

■評価試験機器
　［香りの分析・評価］
　　●フレーバー評価システム
　［水分活性の評価］
　　●水分活性測定装置

固形状の食品を
カップ型容器に包装

液状、固形状の食品を袋に包装

レトルト殺菌前後に食品を冷却

包装された食品をレトルト殺菌

食品の香気成分を分析

食品保存性の指標となる
水分活性を測定

非破壊で材料内部の剥離や
空隙などの欠陥評価

錘の落下により耐衝撃性を評価

熱分解性、熱膨張率、熱収縮率などを測定

樹脂溶融流動特性を評価

吸音率、透過損失、音響パワーなどを測定

熱可塑性CFRPシートを3次元に成形

フィルム及び積層シートの作成

重ねた熱可塑性CFRPシートを軟化させるために加熱

小型サンプル織機

複合材料欠陥評価システム複合材料欠陥評価システム

小型サンプル織機

樹脂熱分析システム樹脂熱分析システム

カップ型容器包装機カップ型容器包装機

フレーバー評価システムフレーバー評価システム
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　まず福井県が恐竜の街となった経緯ですが、昭和57年
に石川県白山市で肉食恐竜の化石が発見されました。勝山
一帯も同じ地層ですので、同じように恐竜の化石が出るの
ではないかということで昭和63年に予備調査を行ったとこ
ろ、恐竜化石を発見したので、平成元年から発掘調査事業
を始め、今日までフクイラプトルやフクイサウルスなど数多
くの恐竜の化石を発掘してきました。そして恐竜博物館は
平成12年に研究活動を主体とする地質古生物学博物館と
してオープンしました。当館では地球史全体を体系的に学
習できる展示も行っておりますが、恐竜を前面に押し出した
博物館では全国で最大級の規模です。石川県の「白山恐竜
パーク白峰」や熊本県の「御船町恐竜博物館」などもござい
ますが、いずれも市町村の施設であり、県立としては全国で
唯一の施設です。
　当館では、恐竜・ハ虫類・哺乳類・植物などの分野の研究員
が10名おります。勝山での発掘のみならず中国浙江省や
河北省、タイ東北部など県外・海外の発掘調査にも協力して

お　

おります。海外では７機関と姉妹提携しております。中でも
中国は化石の研究の歴史が長く、かつ質が高いので、５機
関と提携しております。このように各地の機関と提携するこ
とによって、より質の高い研究ができます。国内外の研究機
関と技術提携や交流を図りながら、当館がアジア地域の恐
竜研究の中心になることを目指しております。ただ単にたく
さん展示するというのではなく、地道に質の良いものを積
み重ねることが大事だと思います。
　展示の中では、やはり動くジオラマは子供達の関心が高
く、中でもティラノサウルスの動くロボットは迫力があって
たいへん人気です。また全身骨格だけでも40体あり、その
うち6体は実物の骨格です。当館は、勉強しながら遊べる施
設として、子供から大人まで楽しんでいただけます。
　夏休みには遠方などからも家族連れがお見えになります

し、県外の方でも恐竜が好きだと毎月お見えになられる方
もおります。４歳から小中学生までのお子さんには市公園
で行われている発掘体験もあります。植物や貝の化石が見
つかりますが、稀に恐竜の化石を発見することがあります。
博物館が広く、展示品も多く、また発掘体験もしたいなどと
いうことで１日では時間が足りないという人もいらっしゃい
ます。
　７月にはアメリカから貴重な標本を借りた「新説・恐竜の
成長」という特別展を行います。また昨年は10周年を記念
した一部リニューアルを行いましたし、随時細かい変更修
正しておりますので何度お越しいただいても飽きない展示
となっております。
　当館では、館外でのPR活動や展示協力にも積極的に取
り組んでおります。最近ですと今年3月12日～6月12日
まで、東京タワーにて読売新聞社との共催で、「大恐竜展in
東京タワー」を開催しました。当館所蔵のフクイサウルスの
　

復元骨格はじめ標本約80点を展示いたしまして大変多く
の方にご来場いただき、大好評でした。今年の夏はまた数
か所の展示会に標本を貸し出しますが、こうした企画展等
に出張参加することで、より当館のPRにつながっていくと
思います。
　当館は学術機関としてだけでなく地域振興の役割も兼
ねて誕生しましたが、近年はさらに観光に力を入れてきて
おります。教育委員会所属であったのが、昨年からは福井
県観光営業部の所属となり、本格的に観光面に力を注いで
おります。職員が各地に出向いて学校の先生や旅行業者の
方への説明や体験会といったＰＲ活動も実施したことで、来
館者は石川県をはじめとする福井県以外の方が大半です。
団体での来館も増え、右肩上がりに伸びております。今年5
月2日には来館400万人を達成しました。今後も博物館と
しての魅力を向上させながら、福井県の観光拠点として、一
層情報発信・ＰＲに努めていきたいと考えております。

北陸の
トピックス

福井県立恐竜博物館

学芸員　千秋 利弘氏

平成12年に全国唯一の県立恐竜博物館としてオープンし、
平成23年5月に400万人の入館者を迎えられた
「福井県立恐竜博物館」についてご紹介します。

学習・地域振興施設から観光拠点へと

・福井県恐竜博物館
・チャマゴンドランド広場

・ティラノサウルス広場
・どきどき恐竜発掘ランド

かつやま恐竜の森
（勝山市長尾山総合公園）

福井県勝山市村岡町寺尾51-11 かつやま恐竜の森内
電話：0779-88-0001／FAX：0779-88-8700

福井県立恐竜博物館 恐竜博物館の歩み

・ロイヤル・ティレル古生物学博物館（カナダ）
・中国科学院古脊椎動物古人類研究所（中国・北京市）
・浙江自然博物館（中国・浙江省）
・自具恐竜博物館（中国・四川省）
・カーネギー自然史博物館（アメリカ・ペンシルバニア州）
・中国地質科学院地質研究所（中国・北京市）
・河南省地質博物館

昭和63年

平成元年

平成8年

平成12年7月14日

平成14年

平成19年

平成23年5月2日

予備調査実施。小型肉食恐竜の歯を発見

第１次福井県恐竜化石調査事業実施

第２次福井県恐竜化石調査事業実施

開館

入館100万人達成

第３次福井県恐竜化石調査事業実施

入館400万人達成

フクイラプトルのロボット

博物館外の公園には様々な恐竜のオブジェがある。

フクイサウルスのロボット

姉妹提携
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